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１ はじめに 

 

 前稿（水野，2013）では，筆者の最近の著書

（水野博介『ポストモダンのメディア論』学文

社刊，2014）のように，現在を「ポストモダン」

という，どちらかと言えばニュートラルな捉え

方よりも，さらにもっと明確な特徴をもった時

期として現在を見る見方として，ジークムン

ト・バウマン（2011＝2000）が言うところの「リ

キッドモダン」という捉え方に着目し，そのう

ちの「場所からの解放」という面に関して，筆

者なりの解読を行った。 

「リキッドモダン」は，社会制度や人間的な

つながりも，大変に流動的で不安定になってし

まった社会状況のことを言っている。現在を「監

視社会」あるいは「管理社会」の進展した社会

の姿であるという面を捉えるには，むしろ，こ

の「リキッドモダン」という考え方の方が，よ

り明晰な分析ができるかもしれない。 

 本稿は，前稿に引続き，現在を「リキッドモ

ダン」であるとするバウマンの主張に沿って，

社会の現状を概観すると同時に，そのような社

会の現状をもたらし，強化することに寄与して

いると考えられる「メディア」について考察す

ることが目的である。ただし，本稿も，思考実

験的な「試論」という位置づけを与える。ここ

では，リキッドモダンに関するバウマンの主著

『リキッド・モダニティ 液状化する社会』（邦

訳 2011 年，原著 2000 年刊）を熟読することか

ら始める。原著出版からはすでに14年を経て，

社会的な状況も変化しており，バウマンの考え

方が正しいかどうか，修正が必要かどうかを判

定し，同時に，この間のメディアの変化につい

ても考えをめぐらす。 

 

２ リキッドモダンの諸相 

 

①都市の変容あるいは西洋的中世への回帰 

 ジークムント・バウマン（前掲書邦訳，119
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頁）は，英国生まれで南アフリカ在住の建築家

ジョージ・ヘイゼルドンが夢見た都市「ヘリテ

ージパーク」に関して詳述することから，現在

の都市の変容を明らかにしようとしている。 

 バウマンが現在の都市の変容を結論的にまと

めた文章（同，123 頁）をここに引用すれば，

以下の通りである。 

 

 注意深く監視された境界によって定義される共

同体。雇われた武装警備員による出入りの管理と

解釈される「共同体の防衛」。企業の敵のなかでも，

第一にランクされたストーカー。限られた人間だ

けが近づける，守られた区域へと矮小化された公

共の場。共通性をさがすことなく，差異を処罰し，

分離する態度。これらは都市生活の発展とともに

あらわれた，いくつかの顕著な状況である。 

 

 ここにおいて，「共同体」は，かつて存在した

「幸福な社会という古典的ユートピア像のなか

から，唯一生き残った概念である」（同，120

頁）としているが，これはまさに，ヨーロッパ

にかつて存在した「中世都市」のイメージであ

る。「注意深く監視された境界」とは，中世都市

に普遍的に存在した，いわゆる「城壁」の存在

と同様なものである。もっとも，南アフリカに

おいても，後で述べるアメリカの地においても，

ヨーロッパのような「中世都市」はもちろん，

「中世」という時代区分もなかったのであるか

ら，これらの国に住みつくようになったヨーロ

ッパ移民の先祖の伝統あるいはそのイメージに

すぎない。だからこそ，これらの非ヨーロッパ

の国において，このような共同体は「ユートピ

ア」，つまり“どこにもない”場所であったろう。 

現在においては，都市の一定範囲のコミュニ

ティが「塀」などで囲まれ，“監視”されて守ら

れているというのは，“gated city”と総称され

る都市の様態であろう。バウマンは，gated city 

のような言葉は用いていないものの，ヘリテー

ジパークの共同体は，「隠しテレビカメラや，検

問所で証明書を確認し，目立たないように（必

要なときは，わざと目立つように）通りを巡回

する，何十人もの武装警備員に任せてつくられ

ている」（同，121 頁）と述べている。 

 このような都市が造られる動機の最大なもの

は，ヘイゼルドンが自ら述べているように「安

全」ということであり（同，120 頁），その背景

は，バウマンがシャロン・ズーキンなどを引用

して示唆しているように，1960 年代から 70 年

代初めにかけて「都市生活の恐怖が習慣化」（同，

122 頁）したことを挙げられるであろう。ただ

し，そのような「都市生活の恐怖」が具体的に

何に由来しているかについて，バウマンは述べ

ていない。 

 その点について考えてみると，1950 年代以降

の経済的繁栄によって，アメリカのような資本

主義の大国では，むしろ貧富の格差が拡大し，

そのことが，ニューヨークやロサンゼルスのよ

うな大都市における所得や生活水準の地域格差

や民族格差に反映され，いわゆる「危険地帯」

が明確になった（差別化？された）ことがある。

例えば，ニューヨーク市のマンハッタン区にあ

るハーレム地域は，もともとは中産階級の白人

が住んでいた地域であったが，次第にそれらの

白人は郊外に移り住み，残された地域には黒人

などの低所得の人びとが住み着くようになって，

1980 年代までは「危険地帯」として知られてい

た（なお，このような危険地帯も，1990 年代以降

のジュリアーニ市長の政策によって，安全な地域

に変えられた）。 

 先ほどは，現在の新たな共同体である gated 

city がヨーロッパ中世都市のイメージで造ら

れたかのように述べたが，実は，それは表層的

なイメージにすぎない。というのも，先ほどの

引用部分にあるように，新たな共同体は，「限ら
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れた人間だけが近づける，守られた区域」（同，

123 頁）という，閉じた空間なのであるが，か

つての「中世都市」は，外敵から都市住民を守

る装置ではあったが，その都市住民のなかには，

かなりいかがわしい存在も許容されていたであ

ろうからだ。実際，バウマンは，リチャード・

セネットによる都市の定義として，「見知らぬ者

同士が出会う共同社会」を挙げているが，その

“見知らぬ”者のなかには，過去の前歴を隠し

て密かに住んでいる者がいるし，かつての都市

はそのような人をも許容していたと言える。中

世都市も例外ではなく，さまざまな前歴の人び

とが住んでいたであろうし，極貧層や浮浪者も

住んでいたと言える。 

 新たな共同体としての gated city は，経済的

には裕福な，社会的に成功した部類の人びとを

囲い込む装置である。それは，かつての都市の

ように，多様な人びとを含んではおらず，多く

の「消費」を期待できる人びととも言えよう。 

 日本においては，状況は異なる。日本では，

西洋における中世都市のような，城壁で囲まれ

た都市というものは存在しなかったと言ってよ

い（豊臣秀吉による，京都の「御土居」が唯一

の例外とされる）。この伝統を踏まえているかの

ように，日本では，都市やその一部区域全体を

城壁のような堅固な構造物で囲むという発想は

ほとんどないので，gated city と呼べるような

大きな範囲で，上に述べたような「共同体」を

造ることはないと言えよう。しかしながら，い

わゆるセキュリティ・マンションのように，住

居を主な用途とする建物内に未知の人間が許可

なく入り込めないようなシステムは，現に存在

している。高層マンションがそのような例であ

る。これは，日本では，近世のお城に多くの同

質的な人びと（実際には武士）が籠城して外敵

を防いだというやり方を連想させる。 

 

②非市民的な公的空間 

 バウマンは，「現在，都市には「公的空間」と

呼ばれるものは無数に存在する」（同，126 頁）

と述べ，それらを二分類している。一つが，市

民を疎外する，まさに“非市民的”な公的空間

であり，もう一つが次項で述べるような消費の

殿堂である。 

 ここで「公的空間」というのは，「広場」のよ

うな、自治的な共同行動や共感（感情の共有）

を可能にする，市民たちの共有空間を意味して

いるようである。「広場」も，①で言及したよう

な西洋的な都市の伝統と言える。西洋都市にお

ける市民にとって「広場」はとても重要なもの

であったから，“非市民的”な広場（＝公的空間）

というのは，矛盾した言い方であり，本来あり

えない場所であろう。そのためか，バウマンは，

ただ一つの例しか挙げていない。それは，フラ

ンソワ・ミッテランが仏大統領としてパリに造

らせた，第二の凱旋門のある「ラ・デファンス」

という巨大で空虚な空間である。ミッテランは

大衆的な党のはずであった社会党から大統領に

当選した政治家であるが，実際には大衆にあま

り親しみを感じさせないようなイメージがあっ

た（これは，日本人としての筆者の印象でもあ

る）。それと同様に，このラ・デファンスという

空間は，「おとずれた者はだれも，親近感が欠け

ている印象をうける。見渡せるものすべては，

畏敬の念をもよおさせるかもしれないが，長く

いたいという気持にはさせない」（同，126 頁）

とバウマンは述べている。本来は市民が互いに

交流を行う重要な空間としての「広場」のはず

が，ここではよそよそしい，市民をよせつけな

いような空間になってしまっている，というわ

けである。 

 このような非市民的な公的空間は，一つしか

事例が挙がっていないように，ヨーロッパにお

いては例外的な場所なのであろう。それに対し
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て，日本においては，タテマエとしては，住民

のための「広場」や「公園」として造られてい

ても，いろいろと規制があったり，許可が必要

だったりする。そのような空間は，市民のため

というより，行政側の都合や思惑で造られたと

いう感じがする。実際，このような空間は，都

市の「防災」に必要であるとか，「美観」上必要

といった，上からの理念によって「都市計画」

として造られるのであろう。本来的に，“市民的”

ではないのである。他に，バブル期に各地で造

られた「箱もの」の公共施設も同様であろう。 

 

③相互不干渉な消費空間としての消費の殿堂 

 もう一つの“非市民的”空間は，「消費者のた

めの空間，あるいは，むしろ，都市生活者を消

費者に変身させる空間」（同，127 頁）であり，

最近の言葉では，「消費の殿堂」（ジョージ・リ

ッツア，2009=2005）である（バウマン前掲書，

127 頁）。バウマンが引用しているリサ・ウーシ

ターロによれば，「消費者はなんの社会的交渉も

もたずして」「消費空間を共有する」という（同）。

つまり，「行動 action はおこっても，相互関与 

inter-action はおこらない」（同）し，むしろ「人

間同士の相互関与は，個人のおこなう行動にと

って，有益どころか，障害，邪魔でしかない」

（同）という。 

 それというのも，消費の殿堂の目的は「消費

であり，消費は完全な私的娯楽，私的にのみ経

験される感動だ」（同）からである。したがって，

「「消費の殿堂」を埋めつくす人々は，会衆でな

く群衆であり，軍隊でなく群れであり，有機体

全体でなくたんなる総数である」（同）というこ

とになるという。 

 つまり，このような空間は，前稿で述べた「個

人化」や「人間的絆のネットワークの解体」と

いった現象（水野，2013，161＆162 頁）から

必然となったものと言えよう。 

 こうした空間は，かつてテレビや新聞などの

マスメディアによって形成されたところの，実

際には広い地理的空間に離散して存在しており，

“想像”はできたが現実には“不可視”だった

大規模消費を行う「大衆」を具体的な物理的な

空間において，より可視的に捉えることのでき

る場とも言えよう。 

 消費の殿堂はどんどん増えつつある。その最

初期のものは，1960 年代に完成した有名なディ

ズニーランドであろう。その他のディズニーリ

ゾートも，ウォルト・ディズニーの死後にアメ

リカのフロリダに建設されたディズニー・ワー

ルドを初め，アメリカ内外に出現したが，同様

である。他には，いわゆる「ショッピングモー

ル」の増殖という現象がある。日本においても，

近年，「イオンモール」や「アウトレット」など

の具体的な事例が増えている。 

 日本に特有な事例を挙げるとすれば，最近流

行りの「B 級グルメ」あるいは「ご当地グルメ」

が集合した会場を挙げることができよう。これ

らの会場に来る人びとは，グループ（家族や友

人）であることが多いが，それぞれが個別にい

ろいろな「グルメ」（この言葉は本来は「食通」

の意味であり，おかしなことであるが，最近の日

本では一般に「料理」の意味で使われている）を

楽しむだけで，それらのグループ間には一切の

相互関係が欠如している。同様に，筆者はかつ

て軽井沢町が主催していた“国際”を標榜する

あるパーティに参加したが，参加者の間にほと

んど何の相互関係がないまま，ただひたすら食

べることに専念してパーティが終ったのを経験

したことがある。 

 しかしながら，リッツアの言う「消費の殿堂」

が特徴的なのは，そのような空間が一時的では

なく，永続的に存在し，いつでもそこに行って

消費を楽しむことができるということである。

バウマンによれば，そのような空間は「都市の
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一部になることはありえない」（バウマン前掲書，

129 頁）ような「「異次元」の世界」（同）であ

り，だからこそ「巡礼者を呼ぶ神殿のようなも

の」（同）という意味で「殿堂」の名にふさわし

い空間ということになる。 

 もう一つ，バウマンは，「非空間」というもの

を挙げている（バウマン前掲書，133 頁）。これ

についてはバウマン以前にジョルジュ・ベンコ

ら幾人かが論じているようである（同）が，「ア

イデンティティ，関係，歴史の象徴的表現手段

をもたない空間であって，実例としては空港，

高速道路，個性のないホテルの部屋，公共交通

機関などがあげられる」（同，134 頁）とする。

これらの例について言えば，今や，少なくとも

日本では，このような空間も「消費空間」化が

大きく進んでいると言える。例えば，羽田空港

のなかには近年，飛行機の利用者でなくとも，

誰もが消費を楽しめるショッピングエリアが誕

生している。高速道路については，羽生 SA の

ように，江戸の街並みが再現され（2014 年），

やはり誰もが消費を楽しめる空間になっている

場合がある。 

 ただ，「非空間」は，実際にはもっと広い概念

であるようで，バウマンもそれを「空虚な空間」

（同）と言い換え，「意味を欠く空間」や都市計

画から「とり残された空間」も含まれるとする

（同，135 頁）。スラムのような地域を言うのか

もしれない。日本においては，地上げや住民減

少に伴う空き地や空き家が問題となっているが，

この場合にも，空き地の「駐車場」への転換や

空き家のビジネス等への活用という動きがあり，

やはり「消費空間」化が進行していると言うべ

きであろう。 

 

④軽い近代 

 バウマンは，「重い近代」と「軽い近代」と

いう概念的区別を提示している（同，148 頁）。 

 「重い近代」とは，「規模にこだわった時代，

「大きいことはいいことだ」の時代，「大きさは

力，量は成功の秘訣」」（同）であり，「ハードウ

ェアの時代でもあった」（同）という。 

 重い近代には，「空間の制覇」は「究極の目標」

であり，「領土，土地の所有は，近代人最大の強

迫観念で，土地の獲得は近代人の最大の欲望で

あった」（同）という。それ故，「境界の防衛は

拡散，増殖した近代的執着のなかでもっとも強

い」（同）とバウマンは述べている。 

 バウマンによれば，この空間の制覇，つまり

「空間を征服する」ためには「征服された空間

に砦を築き，服従をしき，植民するのに必要な

のは，頑強で，画一的で，硬直した時間の規則

性だった」（同，150-151 頁）とする。この意味

では，例えば，アメリカ合衆国において，西部

開拓が終わり，何本かの大陸横断鉄道が敷かれ

た 19 世紀における「標準時間」の制定こそが，

アメリカ合衆国が真の意味で“統一”されたこ

とを示すメルクマール（指標）になるのだろう。 

 この「重い近代」は「いま終わりを迎えつつ

ある歴史的時期」（同，148 頁）だとバウマンは

述べているが，少なくとも，東アジアの現状と

しては，「国境」という「境界の防衛」は，中国

の膨張政策とも関連して，終わりを迎えるどこ

ろか，以前にも増して各国の熱が入る状況であ

る。したがって，「重い近代」から「軽い近代」

への移行は，領土以外の分野（文化や産業など）

に見出すべきであろう。 

 「軽い近代」は，「重い近代」と対比される相

対的な状況をさし，筆者（水野）の言う「ポス

トモダン」であり，バウマンアの言う「リキッ

ド・モダン」ということになろう。 

 ハードの比重が下がるソフトウェアの時代で

ある軽い近代においては，人間の労働も「非肉

体化」する（同，158 頁）。その結果，「パノプ

ティコンのような，図体の大きい，不器用でぎ
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こちない訓練・監視施設は，もはや，不要とな

った」（同）という。今や「大きいこと」は「非

効率」（同，159 頁）であり，今日，労働者を「労

力と時間をかけて管理するより，生き残りをか

けて競わせる」（同）ことが新たな経営術になっ

ているとする。このことは，「ブラック企業」が

話題となる昨今の日本の労働市場を考えれば大

いにうなづける。 

 この「軽い近代」における空間や時間につい

て，バウマンは，かなり極端なことを言ってい

る。まず，「ソフトウェアの時代である軽い近代

においては，価値獲得の手段である時間の効率

化は極限をきわめ」る結果「すべての価値が均

等化される」（同，154 頁）という。つまり，「す

べての空間に，まったく同じ時間で到着できる

とするならば」「特権的な場所も，「特別な価値」

をもった場所も消滅せざるをえない」（同）とい

うことになる。これは，後で本稿の４で述べる

が，ネットの世界では言えるかもしれないが，

実際のところは，物理的な世界においては，い

まだに，価値の高い場所とそうでない場所の違

いは，厳然と存在する。例えば，日本という国

のなかで，「東京」という場所の価値は，やはり

他のどの道府県よりも高いであろう。 

 

⑤「現在」を生きる現代人 

 現代人は，簡単に言えば，相当に“刹那的”

である。良く言えば，現在の生活を重視し，楽

しもうとする。しかしながら，未来への準備や

蓄えはあまりない。これは，まさに現代日本の

若者たち（10～30 代）にあてはまりそうである。 

 バウマンは，このような状況について，以下

のように説明している（同，163 頁）。 

 

 「堅固な」近代は，永遠存在を主要な動機づけ，

行動原理としていたが，「流動的」近代に，永遠存

在が機能を発揮できる余地は残っていない。「短

期」が「長期」にとってかわり，瞬間性が究極の

理想となった。時間を無限の容量をもつ器にする

一方で，流体的近代は継続性を軽視し，無価値化

し，解体していったといえる。 

 

 ただし，バウマンが言う「瞬間性」の理想化

は，「消費」に向かわせるとする。なぜなら，「「永

続的なもの」の対極に位置するのは，消費の過

程で使いきられ，使い捨てられ，消滅する「一

時的な」ものである」（同）からだ。 

 バウマンは，セネットが，このような生き方

を体現している人物としてビル・ゲイツを挙げ，

以下のように述べていることを紹介している。

すなわち，ゲイツは「所有にたいするこだわり

がないようだ。かれの製品はすさまじい勢いで

登場し，すさまじい勢いで消えていく」（同，

162 頁）とし，「なんにたいしても愛着や，執着

（とくに，感傷的なそれ）をもたないよう，注

意をはらう」（同）と述べている。このような生

き方は，ゲイツが積極的な事業家である点では

全く異なるが，現代の日本の若者たち（さとり

世代）の多くと心理的に共通している点は興味

深い（原田，2013 参照のこと）。 

 

３ リキッドモダンにおけるメディアの現状

（前稿の続き） 

 

①日本のテレビ番組の「消費の殿堂」化 

 前稿（水野，2013）でも述べたように，メデ

ィアの現状は，その前提となる社会や経済のあ

り方を「ポストモダン」期のそれと捉えようが，

「リキッド・モダン」のそれと捉えようが，基

本的には変わらないであろう。なぜなら，高度

化しグローバル化した資本主義のもとで，世界

の多くの人びとが同様なライフスタイルを享受

しているからである。 

 ただ，本稿で述べたような「リキッド・モダ



 

 
－181－

ン」の諸相から，メディアの現状をより理解で

きるであろうか。それが，ここでの課題である。 

 日本のテレビに限って言えば，そこではかな

り以前から，CM やテレビ･ショッピング番組以

外の番組においても，特に「食べ物」を中心と

した「消費」を主体とした「グルメ番組」が相

当に支配的になっている印象がある（ここで％

としては示せないが）。これは，日本のテレビ番

組全体が日常的な「消費の殿堂」化していると

も言えよう。ただただ，国内のいろいろな地域

や海外にさえも出かけては，さまざまな料理を

食いつくすだけの番組がいかに多いことか。こ

のことは，10 年くらい前に，筆者がフランス語

をほぼマンツーマンで長期にわたり教えてもら

っていたフランス人の青年が，しばしば嘆いて

いたことでもある。10 年後の今，日本のテレビ

番組におけるグルメ番組の割合は，減るどころ

か，むしろ増えている印象がある。 

 日本のテレビ番組では，最近は「ファッショ

ン」や「メイク（化粧）」あるいは「旅」や「観

光」関連の番組も相当増えていると感じる。こ

れらも，日本のテレビ番組の「消費の殿堂」化

現象の一環と言えよう。 

 

②ネットの発展と特権的な場所の消滅？ 

 先に２の④で示したが，バウマンが言うよう

に「特権的な場所も，「特別な価値」をもった場

所も消滅」するのは，「すべての空間に，まった

く同じ時間で到着できる」ということが条件に

なろう。 

 物理的な現実空間では，このことは不可能で

ある。とすれば，上のことが生じるのは，アク

セスの時間が限りなくゼロに近くなりつつある

「インターネット世界」での話になろう。イン

ターネットで公開されている，さまざまなサイ

ト（＝場所）には，確かに，ほとんど時間をか

けずに，そのサイトの入り口まではアクセスで

きるように思う。ただ，以前はともかく（バウ

マンの原著は 2000 年に出版されており，その

時点では言えたかもしれないが），現在では，サ

イトの内容を見るのにお金がかかったり資格が

制限されているような，有料サイトや何らかの

個人認証が必要な場合があり，「特権的な場所」

や「特別な価値をもった場所」がそのような形

でネット上に存在することが現にあるのである。 

 

③刹那的なメディア消費 

 かつてのモダンの文化においては，「所有」が

「ステータス」でもあった。しかしながら，少

なくとも，現代の日本の若者たち（「さとり世代」

と言われる）の多くは，所有よりも，“刹那的”

な消費にいそしむ傾向があるように思われる

（原田曜平ら博報堂「若者研」では，さとり世

代の消費傾向について議論している。原田，

2013 参照）。その代表が，音楽の「ネット配信」

による楽曲の購入あるいは「動画投稿サイト」

鑑賞への嗜好である。 

 ビル・ゲイツの良きライバルであったスティ

ーブ・ジョブズが生み出した iPod さらには

iPhone や iPad に始まるスマートフォンやタ

ブレット端末による生活における支配が，ビル

の生み出してきたのと同様な短い生産サイクル

のソフトウェア商品の消費を加速しているとも

言えよう。 

 

５ 結語 

 

 バウマンの「リキッド・モダニティ」の考え

は，前稿（水野，2013）でみたように，今日の

世界が「個人化」から絆が失われた世の中のよ

うに論じるなど，極端な主張がみられる。その

点は，実際は，インターネット利用の発展によ

る新たな絆の創生などを考慮に入れていないよ

うに思われた。 
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 本稿でも，今日の空間のあり方について，や

や極端な議論と思われた点もあるのだが，その

ような議論も，反論や反例を導きだすために敢

えて提示されたものと考え，また，バウマンの

著書刊行から 14 年もの日時が経過しているこ

とを踏まえて考察すると，意外にいろいろと今

日の日本社会のあり方を反省する契機を与えて

くれるものだと思われる。 

 このバウマンの「リキッド・モダニティ」に

ついての考察はもう一回行う予定であったが，

今回で一応終了する。 

 

<文 献> 

水野博介「メディア文化論⑪「リキッド・メデ

ィア論」の試み（その１）場所からの解放」

『埼玉大学紀要 教養学部』第49巻第２号，

159-164 頁，2013 年 

水野博介『ポストモダンのメディア論』学文社，

2014 年 

ジークムント・バウマン『リキッド・モダニテ

ィ 液状化する社会』森田典正訳，大月書店，

2011 年［原著：2000 年］ 

ジョージ・リッツア『消費社会の魔術的体系 デ

ィズニーワールドからサイバーモールまで』山

本徹夫・坂田恵美訳，明石書店，2009 年［原

著：2005 年］ 

リチャード・セネット『公共性の喪失』北山克

彦・高階悟訳，晶文社，1991 年［原著：1977

年］ 

原田曜平『さとり世代―盗んだバイクで走り出

さない若者たち』角川 One テーマ 21，角川

書店，2013 年 


